




































































































































































































































































































































































































































































 6) 『謫居童問』、『山鹿素行全集』第 12巻、岩波書店、1940年、280頁。














 13) 河宇鳳氏によれば、仁斎、徂徠、春台からの引用回数はそれぞれ 3回、50回、148回になる。
河宇鳳『朝鮮実学者の見た日本』（ぺりかん社、2001年）。



























































































 38) 権純哲氏も註 37の論考でこの点に鋭く言及している。
 39) 山内弘一「丁若鏞の事天の学と修己知人の学について」『朝鮮学報』121輯、1986年 10月。茶
山が「天」を「上帝」とする人格神的に理解したことについては、イエズス会宣教師マテオリッ
チの『天主実義』からの影響を見逃すことは出来ない。しかし、後に論ずるように、広瀬淡窓は
キリスト教の影響を全く受けず、儒教的な文脈の中で人格神的な天観を持つに至ったのであり、
この点からすると人格神的な天の捉え方があればそれを直ちにキリスト教の神観念からの影響と
することには慎重でありたい。しかし、茶山の場合は経歴からしてもキリスト教からの影響は決
59
定的である。日本では原始儒教に見られる主宰者としての「天」概念をベースにキリスト教の
「神」概念を理解し、「敬天愛人」を説いた人物として中村正直（号は敬宇。1832–1891）がよく
知られている。
 40) 「古人実心事天、実心事神、一動一静一念之萌、或誠或偽或善或悪、戒之曰日監在茲、故其戒慎
恐懼、慎独之切真切篤、実以達天徳」。『中庸講義』巻一、二一丁表、『増補與猶堂全書』2、71
頁。
 41) 『弁名』、岩波日本思想史大系『荻生徂徠』、96頁。
 42) （完本）『約言』、『増補淡窓全集』中巻、思文閣、1971年、7頁。
 43) 同上、5頁。
 44) 『約言或問』、『増補淡窓全集』中巻、思文閣、15頁。
 45) （完本）『約言』、5頁。
